











































現代福祉研究 第15号（2015. 3） 




























 本稿では、ダーンに着目して以下の 3 点について論じる。第 1 はダーンとは何か、第 2 はダーンと
よばれる行為や実践がどのような文化的社会的背景から生まれ、特質があるのか、第 3 は高齢者施設が
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 2010年 7 月までに社会福祉カウンシルに登録されている。『Social Welfare Council 2010』のデータより。 
ネパールの高齢者施設におけるダーン（布施）の意味 





 調査対象は、 4 ヶ所の高齢者施設3（カトマンズ市内 2 ヶ所の老人ホーム、パタン市近郊のデイケ
アセンター 1 ヶ所、バクタプール市有料老人ホーム 1 ヶ所）での施設責任者、入居・通所の高齢者、
ダーンする人である。調査方法は、上記高齢者施設における参与観察ならびにインタビュー調査を
実施した。調査内容は、会計報告書の閲覧・収集、ダーン（寄附や布施した者）名簿の閲覧・収集、
ダーンの目的、内容、様式の実態と特徴などについてである。調査期間は、2013年 8 月21日〜 9 月 
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 写真 1 は、N老人ホームで、女性の日に、支援者団体が、お米、豆、飲み物、お菓子をダーンし
ているものである。これらは、施設の倉庫に保管されて、食事や間食に利用されている。 
 ダーンする人は、家族（親族）、高齢者施設の近隣の人、宗教家、民間団体、慈善家などである。 











































さるのかといった内容が食堂の掲示版8に掲示される（写真 2 ）。そのダーンの様子は写真 3 を参照
していただきたい。 
 ネパールでの朝食は午前10時からとなっている。ダーンする女性は、ダーンを予約した日の午
前 9 時50分頃にN老人ホームの事務所を訪れ、食事の費用（高齢者全員（40人）の朝食 1 食分＝
4,500ルピー）9をダーンし、食堂へ移動していた。そのころ高齢者は各自の食器を持参し各々食堂
へ集まっていた。食堂では、職員によって調理された食事（ご飯、野菜のカレー、漬物、豆のスー








して5,000ルピー。肉のカレーになると1,000ルピーが加算される。 1 ルピーは2014年 8 月時点で約0.9円である。 
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写真３ Ｎ老人ホームの高齢者へダーンする女性      
ネパールの高齢者施設におけるダーン（布施）の意味 
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午後 1 時ごろからBデイケアセンターの責任者の妻たちによって配膳された食事をいただいていた。 
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 支出をみると、給料（医師、看護師、ケアワーカーの総数 9 名）に約94万ルピーが支払われ、そ
れ以外の運営費の内訳の上位 4 項目をみると、食事が最も多く、その財源は支援者たちのダーンに
よっていることが明らかになっている。 
 表１ Ｎ老人ホームの収支報告書（2013年度） 
収入 支出 
費目 金額（ルピー） 費目 金額（ルピー） 
政府 200,000 スタッフ給料 93,7730 
郡開発委員会 476,565 運営費 2,886,353.43 
警察署からの支援 86,458 食堂建設費 1,240,150.58 
NGO（衣料費） 15,000 繰越金 65,522 
NGO（生活費） 10,000     
銀行より支援 83,2727.87     
支援者、個人の寄附 3,509,005.14     
合計 5,129,756.01 合計 5,129,756.01 





ガス代 112,500  
 また、Bデイケアセンターの収支報告書をみると（表 3 ）、2012年度の収入は約120万ルピーと
なっている。その内、郡所轄の開発協会により建て増し建設に14.6万ルピーの補助があるが、個
ネパールの高齢者施設におけるダーン（布施）の意味 
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調査の通訳では、共同研究をしているアルニ・バジュラチャルエさんにはお世話になりました。 
附記：本稿は、平成26年度科学研究費補助金（課題番号：25284175、研究代表：松田素二）によ
る研究成果の一部である。 
